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はじめに 

緊迫する国際情勢、人口減少・少子高齢化に加え、デジタルが急激に進展するなど、社会は予想し

得ないスピードで変化を続けています。このような時代において、社会の変化に柔軟に対応し、子供

の学びを支えることが重要となっています。 

 

令和７年２月、文部科学省は「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の

策定に関する指針」の一部を改正しました。改正のポイントは次の２点です。 

・ 不登校や日本語指導が必要な児童生徒の急増等を踏まえ、特別な配慮や支援を必要とする子供へ

の対応に不登校や日本語指導等を追記 

・ 教員の資質の向上を図るにあたり踏まえるべき基本的な視点において、学校の働き方改革の推進

を明記 

 

これらを踏まえ、東京都教育委員会では、「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の

向上に関する指標」を一部改定しました。特別な配慮や支援への対応に関連して、指標に一部追記を

し、「不登校や日本語指導などを含む特別な配慮や支援への対応について、学校全体で取り組むため

の組織編制を行い、組織全体で推進することができる。」としました。 

また、学校の働き方改革の推進については、令和６年３月に「学校における働き方改革の推進に向

けた実行プログラム」を策定し、業務の精査や業務分担の見直しなど、５つの柱に基づき学校におけ

る働き方改革を推進しています。 

 

各学校が、意図的、計画的な人材育成に取り組めるよう、令和８年度の「東京都教員研修計画」を

作成しました。各指標や本研修計画等を自己申告の面接等の機会に活用しながら、計画的に研修や自

己啓発に取り組んでいただくことを期待しています。 

また、各区市町村教育委員会におかれましては、指標や本研修計画を踏まえた研修を企画・運営す

るなどして、教員一人一人のキャリアに応じた人材育成の推進をお願いします。 

なお、本研修計画は、都内公立学校を対象にしていますが、幼稚園及び幼保連携型認定こども園に

おきましては、本研修計画を参考に、適切に御対応いただくようお願いします。   

 

 

令和８年２月   東京都教育委員会 
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１ 「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する 

指標」について 

教員の資質の向上に関する指標は、教育公務員特例法に基づき、公立の小学校等の教員の任命権

者が、文部科学大臣が定めた指針を参酌し、その地域の実情に応じて策定するものです。 

東京都教育委員会では、令和４年８月に改正された国の指針を踏まえ、指標を改定しました。 

その後、令和７年２月の同指針改正に伴い、令和８年２月に指標を一部改定しました。 

東京都公立学校の教員には、東京都の教育に求められる教師像が教員としての普遍的な資質の素

地であることを踏まえ、成長段階に応じて求められる役割や身に付けるべき力等を自覚し、生涯に

わたって資質の向上に努めることが求められます。 

 
 

●教育に対する熱意と 
使命感を持つ教師 
 

・子供に対する深い愛情 
・教育者としての責任感と誇り 

・高い倫理観と多様性に配慮

した人権意識 

●豊かな人間性と 
思いやりのある教師 
 

・温かい心、柔軟な発想や 

思考、創造性 

・幅広いコミュニケーショ

ン能力 

●子供のよさや可能性を
引き出し伸ばすことが
できる教師 

・常に学び続ける意欲 

・一人一人のよさや可能性

を見抜く力 

・  

「未来の東京」に生きる子供の姿 
◆ 自らの個性や能力を伸ばし、様々な困難を乗り越え、人生を切り拓いていくことができる  

◆ 他者への共感や思いやりを持つとともに、自己を確立し、多様な人々が共に生きる社会の

実現に寄与する               （東京都教育施策大綱 令和７年３月） 

 

東京都の教育に求められる教師像 

●組織人として積極的に
協働し互いに高め合う
教師 

 

・  

・高い志とチャレンジ精神 

・自他の安全を守る危機管理力 

 

主幹教諭 

（管理職候補） 副校長 校長 教諭 主任教諭 指導教諭 主幹教諭 

        

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力 

学校運営力・組織貢献力 

学 習 指 導 力 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 

    

   

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 教育者としての高い見識 

学 校 経 営 力 

外 部 折 衝 力 

人 材 育 成 力 

デジタルや情報・教育データの利活用 

教員が身に付けるべき力 

特別な配慮や支援を必要とする子供への対応 

 

学 校 マ ネ ジ メ ン ト 能 力 

公教育に携わる者として磨き続けるもの 

 

教
職
に
必
要
な
素
養 

教 育 課 題 に 関 す る 対 応 
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下の表は、教員について、前頁の指標にあげた「教育課題に関する対応」の主な項目について具体

的な内容を示しました。これらは、様々な教育課題の中から、東京都教育施策大綱、東京都教育ビジ

ョン等に基づき、これからの東京都の学校教育を推進していく教員に求められる内容を示しています。 

 

※「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標」はこちら 

 

  

教育課題 教員に求められる具体的な内容 

人権教育の 

推進 

・児童・生徒一人一人の人権に配慮した指導を通して、自他の人権を大切にしようとする児童・ 

生徒を育成できる。 

・児童・生徒が人権課題についての正しい理解と認識を深め、偏見や差別意識を解消しようとす 

る態度と実践力を育む指導ができる。 

道徳教育の 

推進 

・児童・生徒に、他者への思いやりや、かけがえのない生命を大切にする気持ちを育むことがで 

きる。 

・よりよく生きるための基盤となる道徳性を、児童・生徒自らが考え、議論し、行動しながら身 

に付けられる指導ができる。 

・保護者や地域等と連携し、児童・生徒の豊かな心の育成を図ることができる。 

グローバル 

人材の育成 

・児童・生徒に、異なる言語や文化、価値を乗り越えて、新しい価値を創造する力を身に付けさ 

せることができる。 

・コミュニケーション力、異文化への理解、国際社会に生きるために必要なアイデンティティの 

育成を図る教育を行うことができる。 

不登校対応

の充実 

・児童・生徒にとって魅力ある学校・学級をつくり、豊かな人間関係を育むことができる。 

・不登校の予兆への対応を含めた段階から組織的かつ計画的な支援ができ、個々の状況に応じた 

積極的な声掛けや関わりなど、早期支援に取り組むことができる。 

・児童・生徒本人と直接会って状況を把握し、デジタル技術の活用による学習支援等、その児童・

生徒に応じた多様な学びの場を提供するなど、安心感を与えることができる。 

・保護者や関係機関と連携を図りながら必要な支援を行い、対応の改善を図ることができる。 

いじめ防止、

自殺予防等

に係る取組の

推進 

・いじめの未然防止・早期発見・早期対応、自殺予防、虐待やヤングケアラー等の早期把握など、

児童・生徒の小さな変化に気付き、適切に支援するための具体的な取組を、保護者や地域、関 

係機関等と連携しながら組織的に推進できる。 

・児童・生徒のＳＯＳを確実に受け止め、適切に支援できる。 

・児童・生徒のＳＯＳを出す力及び周りのＳＯＳに気付ける力を育成できる。 

安全教育の 

推進 

・安全教育の生活安全、交通安全、災害安全の３領域及び学校における安全教育の目標や内容を 

踏まえ、児童・生徒に危険を予測し回避する能力と他者や社会の安全に貢献できる資質や能力 

を身に付けられるよう指導できる。 

・学校における安全管理について、自校の危機管理マニュアル等を理解するとともに、事件・事 

故等が発生した際、管理職への報告や、教職員間の情報共有を図るなど、迅速かつ的確に判断

し、対応できる。 

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kyoiku/2026_0202-1
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kyoiku/2026_0202-1
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２ 教員の人材育成について 

（１）研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励 

文部科学省は、令和４年 8 月、「改正教育公務員特例法に基づく公立の小学校等の校長及び教員

としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針の改正等について（通知）」を各都道府県教

育委員会に対して通知しました。この中で、教師の資質向上のための取組の記録が「研修履歴」、資

質の向上に関する指導・助言等が「対話に基づく受講奨励」と位置付けられました。 

 東京都教育委員会では、教員一人一人が自らの研修ニーズと、自分の強みや弱み、今後伸ばすべ

き力や学校で果たすべき役割などを踏まえながら、必要な学びを主体的に行っていくために、研修

の受講や受講履歴記録の作成を一元的に行うことができる「全国教員研修プラットフォーム

（Plant）」（以下「Plant」という。）を利用しています。 

各学校においては、教員の主体的な学びを促進するとともに、校内の OJT や校内研修等を充実す

るなど、人材育成を進めるために、「Plant」を積極的に活用してください。 

また、研修履歴の対象や記録の範囲等については、継続的に教員育成協議会等で検討し、必要な

改善を図っていきます。 

 

ア 校長・副校長の役割 

学校管理職は、所属教員の人材育成に大きな責任と役割を担っています。 

校長は、「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標」（以下「育

成指標」という。）や研修体系を踏まえ、自己申告における当初面接や最終面接の機会など、適切

な時期に、研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励を行います。 

その際、「Plant」の研修履歴を活用することにより、教員が自らの学びを振り返るとともに、

学校管理職が研修の受講奨励を含む適切な指導・助言を行い、効果的かつ主体的な資質向上・能

力開発を図ります。 

 

イ 研修履歴の対象となる教員の範囲 

対象となる教員の範囲は、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支

援学校に在籍する校長、副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、主任養護教諭、主任栄養教諭、

教諭、養護教諭、栄養教諭、専修実習助手、実習助手、主任寄宿舎指導員、寄宿舎指導員です。 

臨時的任用教員等（期限付任用教員を除く）は、法律に基づく研修履歴の対象ではありません

が、その職責を遂行するため、絶えず研究と修養に努めなければなりません。そのため、校長等

の学校管理職は、必要に応じて、対話に基づく受講奨励を行います。 

 

ウ 研修履歴の記録の範囲及び内容 

「Plant」の「教員アカウント」を持っている教員は、教育委員会、大学等が「Plant」上に登

録した研修を修了した場合、研修名、研修開始・終了日、研修回数等が記録されます。 

「Plant」上に登録されていない自主的な研修等は、教員個人が任意で記録することができま

す。（Q＆A 参照） 
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【Q&A】 

 

Q１：「Plant」では何ができるのですか？ 

A１：教員アカウント>でログインすると、以下のようなことができます。 

・ 東京都教育委員会等が主催する研修の申込、受講に関する手続き等 

・ 大学等が主催する研修の申込、オンデマンド研修の受講等 

・ 自身の研修の受講履歴の確認 

・ 自主的な研修等の履歴の登録  など 

受講履歴は、管理職との対話による受講奨励に活用することができます（Q４を参照）。 

 

Q２：「Plant」には、どのような研修が登録されているのですか？ 

A２：「Plant」に登録された研修には、任命権者や服務監督権を有する教育委員会が実施主体である

育成指標に基づく研修とそれ以外の一般の研修があります。 

 

Q３：「Plant」の受講履歴には、何を記録することができますか？  

A３：任命権者や服務監督権を有する教育委員会が実施主体である研修の受講履歴のほか、校内研修

や自主的に受講した研修など、「Plant」に登録されていない研修等は、教員個人が任意で「Plant」

に入力し、記録することができます。 

 

Q４：受講奨励に「Plant」をどのように活用したらよいですか？ 

A４：「Plant」で受講申込を行った研修は、受講が完了するとその研修履歴が登録されます。受講し

た研修は、「Plant」の受講履歴画面に一覧で表示されます。また、ダウンロードした「受講履歴

一覧シート」では、育成指標に示された研修と一般研修とに分類した一覧や育成指標の項目ごと

の履修状況を可視化したチャートで把握することができます。それらを管理職と教員が共有し、

対話に基づく受講奨励に活用してください。 
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（２）教員の人材育成の全体像 

教員の人材育成では、「ＯＪＴ」、「Ｏff-ＪＴ」、「自己啓発」の三つの手段が相互に関連し、はじ

めて効果的な育成が可能となります。校長・副校長や主幹教諭等、同じ学校に勤務する教員等か

らの指導はもちろん、教員個人の自己啓発、教員同士の相互啓発も重要です。学び続ける教員を

育成するためには、自ら学ぶ機運を醸成し、互いに高め合う環境をつくることも大切です。教員

の「自ら育つ」意識を引き出し、成長させていけるよう、経験や職層に応じて身に付けるべき力

を指標で示しています。 

また、人材育成を図るためには、学校での実務を通した学びや研修による学び、教員自らによ

る学びの相互の関連が重要です。さらに、教員は、Ｏff-ＪＴで学ぶ機会を一つの契機として受け

止め、ＯＪＴの活性化につなげること、そして、Ｏff-ＪＴやＯＪＴで学んだことを生かし、自ら

学び、自己を高めることができるよう、自己啓発に励むことが重要です。 

本教員研修計画では、教員自らが、各職層に応じて求められる力を自覚し、「ＯＪＴ」、「Ｏff-Ｊ

Ｔ」、「自己啓発」を計画的に実施していくことで、指標にある資質等を各職層で身に付けられる

ように示しています（図１）。 

 

 

 

  

東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての 
資質の向上に関する指標 

 

人材育成 

 

東京都教員研修計画 

Off-JT 

自己啓発 

OJT 

図１ 教員の人材育成イメージ 
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（３）「ＯＪＴ」について 

「ＯＪＴ」とは、「On the Job Training」の略で、「日常的な職務を通して、必要な知識や技

能、意欲、態度などを、意識的、計画的、継続的に高めていく取組」のことです。 

期待される効果としては、勤務時間内の必要な場面で、具体的な指導ができること、個々の具

体的な業務に即した指導ができること、受ける側の主体性や積極性を尊重し、それらを伸ばすこ

とができること等があり、日常の業務実践を通じて人を育てるため、今日的課題に対応した人材

育成が可能になります。 

本教員研修計画では、職層別に、求められる資質・能力を身に付けるための主に校内での具体

的な場面や行動例を示しています。 

 

（４）「Ｏff-ＪＴ」について 

「Ｏff-ＪＴ」とは、職場以外の研修機関等で学ぶ研修のことです。「Ｏff-ＪＴ」の項目例とし

ては、東京都教職員研修センター等における職層研修などの集合研修や研修の事前視聴動画等を

含めたオンライン研修、教職大学院等への派遣、区市町村教育委員会主催の研修などが挙げられ

ます。 

期待される効果としては、幅広い視野を涵養できること、最新・高度な知識や情報を集中的・

効率的に収集できること、異なる職層や校種の人々と交流ができることなどが挙げられます。 

本教員研修計画では、職層別に、求められる資質・能力を身に付けるための具体的場面や研修

例を示しています。 

なお、東京都教職員研修センターが行う研修については、同センターの WEB ページに研修の

一覧や概要が掲載されています。 

 

（５）「自己啓発」について 

「自己啓発（Self-Development）」は、教員としての資質・能力を向上するために、課題意識

をもって、自ら研さんと修養に励むことです。 

「自己啓発」の項目例としては、自らが興味・関心をもつ教科等について理解を深めるために、

書物を読むこと、セミナーに参加すること、研修動画を視聴することなど、郷土や公共への理解

を深めるために、地域活動や行事等に参画することなどが挙げられます。 

期待される効果としては、自己研さんで得られた知識・技能等を児童・生徒の教育やＯＪＴを

通じて還元できることが挙げられます。 

本教員研修計画では、教員としての資質・能力の向上を図る自己啓発例を示しています。 
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３ 教員研修計画の活用について 

（１）新たな教師の学びの姿の実現 

「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けて審議まとめ」（令和３

年 11 月 15 日中央教育審議会）でも指摘されているように、新たな教員の学びの姿として求め

られているのは、一人一人の教員等が、自らの専門職性を高めていく営みであると自覚しながら、

誇りを持って主体的に研修に打ち込むことです。児童・生徒等の学びと教員等の学びは相似形と

なることが重要であり、個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じて、「主体的・対話的で深い

学び」を実現することは、児童・生徒等の学びのみならず、教員等の学びにもまた求められてお

り、児童・生徒等の学びのロールモデルとなることが期待されています。 

この教師の学びのためには、適切な目標設定（「将来の姿」）と現状（「現在の姿」）の適切な把

握及び具体的な目標の達成に向けた体系的・計画的な研修の実施が必要です。 

 

ア 個別最適な教師の学び 

教師自身が、新たな領域の専門性を身に付けるなど、全教員に共通に求められる基本的な知識・

技能というレベルを超えて強みを伸ばすことが必要です。教師の学びに充当できる時間が限られ

ている中にあって、こうした強みを伸ばすための学びは、より高度な水準のものも含め、一人一

人の教師の個性に即した、個別最適な学びであることが求められます。 

以下に、教員研修計画の教員個人の活用例を示します（図２）。 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２ 教員研修計画の教員個人の活用例 

 

イ 協働的な教師の学び 

知識・技能の修得だけではなく、教師としてふさわしい資質・能力を広く身に付けていくため

には、個別最適な学びとの往還も意識しながら、他者との対話や振り返りなどの機会を教師の学

びにおいて確保するなど、協働的な教師の学びも重視される必要があります。 

例えば各学校において行われる校内研修や授業研究など、「現場の経験」を含む学びが、同僚と

の学び合いなどを含む場として重要であると考えられます。 

学校内の組織力を向上させるには、学校管理職を中心に、各教員の職層や能力、学校としての

 職層に応じて…… 

◆「教員研修計画」で現在の自分が身に

付けるべき力を確かめる。 

◆「教員研修計画」の主任教諭を確認し、

今から身に付けていくべき力を意識し

て行動する。 

私は教職６年目の教諭です。主任教諭にな 
ることを視野に入れ、学級や学年だけでな

く、学校全体の生活指導の在り方について提案できる
よう、生活指導に関する知識や指導力を向上させてい
こうと考えています。 

例１ 

 課題や目標に合わせて…… 
◆都教職員研修センターWEB ページの教

育情報検索を活用し、自らの課題解決に

資する資料や情報を得る。 

◆教科等の研究団体の活動に参加したり、

発表会等を聞きに行ったりして、先進的

な取組に触れる。 

私は教職 10 年目の主任教諭です。教科指 
導についての専門性を向上させるために、 

都の研究指定校の発表会に積極的に参加しています。 
さらに今年度からは、管理職と相談し、教科の研究

団体の研究会に、毎月１回参加することにしました。 

例２ 
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課題、保護者や地域の願いなどに応じて、計画的にＯＪＴやＯff-ＪＴを推進していくことが大切

です。 

各学校においては、校内研修や授業研究のみならず、学校における様々な機会や場面を、地域

や学校現場の課題の解決を通した教師の学びとして捉えて活用していくなど、日常的な OＪＴを

充実させることが必要です。そして、こうした学びが、学習コンテンツ等オンラインを通じた学

びと、教師それぞれの状況に応じて適切に組み合わされる必要があります。 

以下に、教員研修計画の組織としての活用例を示します（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 教員研修計画の組織としての活用例 

 

 

（２）令和８年度における教員研修の基本的な方向性 

ア 「次世代の学びの基盤プロジェクト」に基づく、教員の役割に関する研修の充実 

「次世代の学びの基盤プロジェクト」では、都立高校を「新しい学びの場」へ進化させる取組

の一つとして、教員が生徒の学びを伴走することが示されています。教員は、生徒一人一人の状

況や活動に応じて、ティーチング、コーチング、ファシリテーションを意図的に使い分け、生徒

の主体的に学ぶ姿勢を育成していきます。 

 

イ 学校と家庭・地域とのより良好な関係づくりに関する研修の充実 

保護者の価値観やライフスタイルの多様化など、学校を取り巻く社会環境が変化する中、教員

が保護者や地域と良好な関係を築き、相互に連携・協働して子供の教育に取り組むことができる

よう、教員の連携・折衝力等の実践的な対応力の向上を図っていきます。 

 

ウ 都立高校等における特別支援教育に関する研修の充実 

都立高校等に在籍する障害のある生徒への個に応じた指導・支援を計画的かつ一体的に充実

させていくことが求められています。教員は、特別な配慮や支援を必要とする生徒への対応に

ついて学ぶことで、障害への理解と対応力の向上を図っていきます。 

 

 

 

 

 学校の課題や教員の職層等に応じて…… 
◆主幹教諭や研究主任等を東京都教育委

員会研究推進団体等の研究発表会等に
参加させ、校内で共有する。 

◆教育委員会と相談し、研究指定校や拠点
校等に応募して、全校体制での研究活動
を推進する。 

私が校長を務める学校は、「子供たちの豊 
かな心を育む」ことを、教育目標の重点項目

にしています。 
今年度は、教員一人一人の道徳の授業力向上を校内

研修のテーマに設定しています。また、来年度は 
全校体制で研究活動に取り組みたいと考えています。 

例３ 
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（３）「全国教員研修プラットフォーム(Plant)」を活用した学校における研修計画の作成へ

の支援 

「Plant」は、教員一人一人が自身の研修履歴を確認し、研修計画を主体的に立てることによ

り、課題をもって自律的に研修に臨み、生涯にわたって、時代の変化や自己のキャリアステージ

で求められる資質・能力を高めていくことを目的としています（図４）。 

また、学校管理職においても、所属教員に求められる資質・能力を意識させながら、人材育成

に取り組み、一人一人の教員の職務遂行能力を向上させ、学校全体として質の高い教育を提供す

るために活用することができます。 

 

※  「Plant」<教員アカウント>ログインページ URL 

https://plant.nits.go.jp/ 
東京都教職員研修センターWEB ページからもアクセスできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 「Plant」でできること 

 
「Plant」でできること 

研修の検索・申込等 

○ 希望する研修を検索し、受講の申込
ができます。 

○ 受講の可否について確認ができま
す。 

研修履歴等の確認 

○ 過去に受講した研修の一覧を確認す
ることができます。 

研修関連文書や動画等の閲覧 

○ 研修に関連する文書を閲覧すること
ができます。 

○ 研修動画を閲覧することができま

す。 

事前課題や報告書の提出等 

○ 事前課題や研修資料のダウンロード
ができます。 

○ 報告書の提出やアンケートへの回答
などができます。 

https://plant.nits.go.jp/
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４ 職層別教員研修計画 

（１）教員研修計画「教諭」（1 年目～3 年目）〔基礎形成期〕 

 

 
 

指 標 ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 
 

・学習指導要領の趣旨を踏まえるととも

に、教育課程に基づき教育活動の質の

向上を図ることの意義を理解し、ねら

いに迫るための指導計画と評価計画

の作成及び学習指導をすることがで

きる。 

・児童・生徒の学習の状況や指導計画・

評価計画を振り返り、授業改善を図る

ことができる。 

・児童・生徒の興味・関心を引き出し、

個に応じた指導を行うことができる。 

・教材の研究及び実践に努め、各教科等

の専門的知識を身に付けるとともに、

授業に生かすことができる。 

 

・指導教諭等の授業を参観す

る。 

・学年や教科等でテーマを決

め、グループで相談したり、

協議したりする。 

・校内研究会等の中で、提案し

たり、意見を述べたりする。 

・若手教員育成研修等で、授業

づくりの基礎・基本を学ぶ。 

・区市町村教育委員会の研究

会や東京都教育委員会研究

推進団体等の授業研究に参

加する。 

〔研修例〕 

・若手教員育成研修 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

  

 
 
 

・児童・生徒の良さや可能性を伸ばしな

がら、キャリア教育の計画を立てるこ

とができる。 

・生活指導上の課題に直面した際、他の

教員に相談しながら解決することが

できる。 

・心身の発達の過程や特徴を理解し、児

童・生徒と信頼関係を構築して、授業

や学級での規律を確立することがで

きる。 

・生活指導主任や進路指導主

任等による講義や助言を受

ける。 

・学年や分掌等でテーマを決

め、グループで相談したり、

協議したりする。 

・生活指導に関する会議等で

提案したり、意見を述べた

りする。 

・若手教員育成研修等で、生活

指導や進路指導の基礎・基

本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・若手教員育成研修 

・専門性向上研修【Ⅰ】  

 
 
 

・保護者会等の進め方を理解し、保護者

と良好な人間関係を構築することが

できる。 

・課題に応じて、他の教員・保護者・地

域・関係機関と円滑なコミュニケーシ

ョンを図り、連携協働を通じて解決に

向けて取り組むことができる。 

 

・指導教員等から連携や折衝

の方法等について指導・助

言を受けながら業務を遂行

する。 

・保護者面談等の機会に学年

主任に同席し、実際の対応

の仕方について知識・理解

を深める。 
 

・若手教員育成研修等で、保護

者対応の基本や連携の際の

接遇マナーの基礎・基本を

学ぶ。 

〔研修例〕 

・若手教員育成研修 

・専門性向上研修【Ⅰ】  

○学習指導、生活指導や学級経営において直面する課題に対して、適切に対応する。 

○学習指導、生活指導や学級経営における教員としての基礎的な力を身に付けるとと 

もに実践に生かすことができる。  
求められる役割や能力 

学習指導力 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 
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・学校及び教職の意義、社会的役割・服

務の厳正に努め、組織の一員として校

務に積極的に参画することができる。 

・担当する分掌の職務及び役割を理解

し、適切に対応して校務を処理するこ

とができる。 

・児童・生徒の安全に関する知識、思考

力、判断力や行動力、危険を予測し回

避する能力、他者や社会の安全への貢

献力の向上のための指導をすること

ができる。 

 

・校務分掌の部会等で、主任教

諭や指導教員等から進行計

画の立案や進捗状況の報

告、振り返りなどの指導や

助言を受けながら業務を遂

行する。 

・校務分掌の部会等で、自分の

担当した職務について、指

導を受けながら、校務に参

画する。 

・若手教員育成研修等で、計画

的な業務の進め方の基礎・

基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・若手教員育成研修 

・専門性向上研修【Ⅰ】  

 
 
 
 
 

・特別支援教育等に関して身に付けた知

識に基づき、児童・生徒の実態を把握

するとともに、他の教員・保護者と連

携して個別指導計画等を作成し支援

することができる。 

 

・特別支援教育コーディネー

ターや指導教員等から助言

を受け、個別指導計画等の

作成や支援のための知識・

理解を深める。 

・若手教員育成研修等で、特別

支援教育の基礎・基本を学

ぶ。 

〔研修例〕 

・若手教員育成研修 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

 

・デジタル技術の活用や、情報活用能力

の育成に向けた授業を実施すること

ができる。 

・教育データを活用し、児童・生徒の学

習改善を図ったり、生活指導に生かし

たりすることができる。 

・デジタル技術の活用や、情報

活用能力の育成に係る実践

について主任教諭や指導教

員等の授業を参観する。 

・主任教諭や指導教員等から

助言を受け、教育データの

活用方法を確認するなど

し、児童・生徒の指導・支援

のための知識・理解を深め

る。 

・若手教員育成研修等で、デジ

タル技術の活用等の基礎・

基本や具体的な方策につい

て学ぶ。 

〔研修例〕 

・若手教員育成研修 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 
 
 

・教育課題に関わる法的な位置付けや学

習指導要領の記述を確認するなどし

て課題に対する知見をもち、主体的に

対応することができる。 

・指導教員等から助言を受け、

教育課題に関わる法的な位置

付けや学習指導要領の記述を

確認するなどして、課題に対

する知見をもって主体的に対

応できるように知識・理解を

深める。 

・若手教員育成研修等で、教育

課題の理解に関する基礎・基

本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・若手教員育成研修 

・専門性向上研修【Ⅰ】  

 

 

 

 

  

教育課題に関する対応 

学校運営力・組織貢献力 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 
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（２）教員研修計画「教諭」（４年目～）〔伸長期〕 

 
 
 

指 標 ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 

 

・学習指導要領の趣旨を踏まえるととも

に、教育課程に基づき教育活動の質の

向上を図ることの意義を理解し、ねら

いに迫るための指導計画と評価計画

の作成及び学習指導をすることがで

きる。 

・児童・生徒の学習の状況や指導計画・

評価計画を振り返り、授業改善を図る

ことができる。 

・児童・生徒の興味・関心を引き出し、

個に応じた指導を行うことができる。 

・教材の研究及び開発に努め実践に生か

し、各教科等の専門的知識を深めるこ

とができる。 

 

・校内研究等において、学習指

導要領の趣旨や指導のねら

いを踏まえ、積極的に発言

する。 

・校内研究等において、他教科

の教員と指導方法等を共有

し合えるよう、提案する。 

・専門としている教科等につ

いて若手教員に指導や助言

を行う。  

・教育委員会主催の研修等に

参加し、授業づくりの基礎・

基本を学ぶ。 

・区市町村教育委員会の研究

会や東京都教育委員会研究

推進団体等の授業研究に参

加し、発表する。 

〔研修例〕 

・東京教師道場（部員） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修  

 
 
 

・児童・生徒の個性や能力の伸長及び社

会性の育成を通した自己実現を図る

指導を行うことができる。 

・他学級等の生活指導上の課題について

共に対応したり、効果的な指導方法に

ついて助言したりすることができる。 

・心身の発達の過程や特徴を理解し、児

童・生徒と信頼関係を構築して、授業

や学級での規律を確立することがで

きる。 

 

・自校の生活指導・進路指導上

の課題に気付き、会議等で

問題提起する。 

・他学年や他の学級の生活指

導上の課題について、情報

共有したり、共に対応した

りする。  

・教育委員会主催の研修等に

参加し、個に応じた指導や

組織的な対応の基礎・基本

を学ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修  

 

 

 

・学校からの情報発信や広報、関係機関

からの情報収集を適切に行うことが

できる。 

・他の教員・保護者・地域・関係機関と

連携協働し、課題を解決することがで

きる。 

 

 

・学年会や校務分掌等で、担当

として、外部機関との情報

共有を行ったり、外部機関

との連携を図ったりする。 

・外部機関との取組について

の課題や改善策を会議等で

提案する。 

 

 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、適切な情報発信や

情報収集の基礎・基本を学

ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修  

○主任教諭を補佐しながら、分掌組織の一員として職務を遂行する。 

○自分の能力開発について謙虚に自己研さんに励み、知識や経験に基づく

実践力を高めることができる。 

 

求められる役割や能力 

学習指導力 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 



13 

 
 
 

・担当する分掌についての企画・立案や

改善策を提案するなど、校務へ積極的

に参画し、組織内で自らの役割を果た

すことができる。 

・児童・生徒の安全に関する知識、思考

力、判断力や行動力、危険を予測し回

避する能力、他者や社会の安全への貢

献力の向上のための指導をすること

ができる。 

 

・校務分掌の中で責任者とな

る役割を担い、若手教員に

指導・助言をする。 

・担当する校務分掌の課題や

改善策等を会議等で提案す

る。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、計画的な業務の進

め方の基礎・基本を学ぶ。 

 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修 

 

 
 
 
 
 

・特別支援教育等に関して身に付けた知

識に基づき、児童・生徒の実態を把握

するとともに、他の教員・保護者と連

携して個別指導計画等を作成し支援

することができる。 

 

・特別支援教育コーディネー

ターや指導教員等から助言

を受け、個別指導計画等の

作成や支援のための知識・

理解を深める。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、特別支援教育の基

礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修 

 

 

 

・デジタル技術の効果的な活用や、情報

活用能力の育成に向けた授業を実施

することができる。 

・教育データを活用し、児童・生徒の学

習改善や生活指導に生かすことにつ

いて、初任者等に指導・助言すること

ができる。 

 

・デジタル技術の活用や、情報

活用能力の育成に係る実践

について積極的に取り組

み、提案する。 

・教育データを活用し、児童・

生徒の指導・支援について

提案するとともに、若手教

員に指導・助言をする。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、デジタル技術の活

用等の基礎・基本や具体的

な方策について学ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修 

 

 
 
 

・教育課題についての理解を深め、主任

教諭を補佐し、分掌組織の一員とし

て、課題解決のために貢献することが

できる。 

・自校の教育課題について

の理解を深め、主任教諭を

補佐し、分掌組織の一員と

して、会議等で課題解決の

ための提案を行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、教育課題の解決に

向けた具体的な方策に関す

る基礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修  

  

学校運営力・組織貢献力 

教育課題に関する対応 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 
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（３）教員研修計画「養護教諭」（１年目～３年目）〔基礎形成期〕 

 
 
 

指 標 ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 

 

・学習指導要領の趣旨を踏まえるとと

もに教育課程に基づき教育活動の質

の向上を図ることの意義を理解し、各

教科主任や学級担任等と連携し、養護

教諭の専門性を生かした保健教育を

適切に行うことができる。 

・児童・生徒の健康状況を把握し、救急

処置、健康診断、疾病予防などの保健

管理を適切に行うことができる。 

 

・校内研究会等の中で、養護教

諭の専門性を生かした提案

をしたり、意見を述べたりす

る。 

・指導教諭等、他の教員の授業

を参観する。 

・学級担任等と連携して保健指

導や保健の授業に参画する。 

・管理職や指導教員等から保健

管理について指導・助言を受

けながら業務を遂行する。 

 

・新規採用者研修（養護教諭）

等で、保健教育の指導方法

及び保健管理等の基礎・基

本を学ぶ。 

・区市町村教育委員会の研究

会や、東京都教育委員会研

究推進団体等の研究会に参

加する。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（養護教諭） 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 
 
 

・他の教員と連携し、健康相談や心身の

健康観察、情報収集を行いながら、児

童・生徒理解を深めることができる。 

・生活指導上の課題に直面した際、管理

職等に報告し、関係者と相談しながら

解決することができる。 

 

・生活指導主任や進路指導主任

等による講義や助言を受け

る。 

・校務分掌の部会等でテーマを

決め、グループで相談した

り、協議したりする。 

・新規採用者研修（養護教諭）

等で、健康相談や教育相談

の内容・方法の基礎・基本

を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（養護教諭） 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 
 

・健康課題や発達の課題に応じた対応

及び健康の保持増進について、他の教

員・保護者・地域・関係機関と連携協

働して取り組むことができる。 

・課題に応じて、他の教員・保護者・地

域・関係機関と円滑なコミュニケーシ

ョンを図り、連携協働を通じて解決に

向けて取り組むことができる。 

 

・指導教員等から連携や折衝の

方法等について指導・助言を

受けながら業務を遂行する。 

・保護者や関係機関等との面談

に同席し、実際の対応の仕方

について知識・理解を深め

る。 

 

・新規採用者研修（養護教諭）

等で、保護者対応や地域、

関係機関との連携の際の接

遇マナーの基礎・基本を学

ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（養護教諭） 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

 

 
 

・学校及び教職の意義、社会的役割・服

務の厳正に努め、組織の一員として、

学校保健計画の策定などの校務に積

極的に参画することができる。 

・保健室経営計画を作成し、適切な保健

室経営及び保健組織活動を行うこと

ができる。 

・校務分掌の部会等で、分掌主

任等から進行計画の立案や

進捗状況の報告、振り返りな

どの指導や助言を受けなが

ら業務を遂行する。 

・校務分掌の部会等で、自分の

担当した職務について、指導

を受けながら、校務に参画す

る。 

 

・新規採用者研修（養護教諭）

等で、保健室経営等につい

て計画的な業務の進め方の

基礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（養護教諭） 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

 

 

○養護教諭の職務において直面する諸課題に対して、適切に対応する。 

○保健管理や保健指導、保健室経営における養護教諭としての基礎的な力

を身に付けるとともに実践に生かすことができる。 

 

求められる役割や能力 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 

学校運営力・組織貢献力 

学習指導力・保健管理に関する力 
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・児童・生徒の安全に関する知識、思考

力、判断力や行動力、危険を予測し回

避する能力、他者や社会の安全への貢

献力の向上のための指導をすること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

・特別支援教育等に関して身に付けた知

識に基づき、児童・生徒の実態を把握

するとともに、他の教員・保護者と連

携して個別指導計画等を作成し支援

することができる。 

 

・特別支援教育コーディネータ

ーや指導教員等から助言を

受け、個別指導計画等の作成

や支援のための知識・理解を

深める。 

・新規採用者研修（養護教諭）

等で、特別支援教育の基礎・

基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（養護教諭） 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

 

・デジタル技術を適切に活用して、児童・

生徒の健康状態の把握・分析や保健管

理を効果的・効率的に進めることがで

きる。 

・教育データや保健室の情報を活用し、

児童・生徒の健康上の課題を見いだ

し、保健教育に生かすことができる。 

 

・デジタル技術の活用や、情報

活用能力の育成に係る実践

について主任教諭や指導教

員等の授業を参観する。 

・健康観察の充実や健康診断デ

ータの管理など、教育データ

や保健室を活用した保健管

理について先輩教員から学

んだり、グループで協議した

りする。 

・新規採用者研修（養護教諭）

等で、デジタル技術の活用

等の基礎・基本や具体的な

方策について学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（養護教諭） 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 
 
 

・教育課題に関わる法的な位置付けや学

習指導要領の記述を確認するなどし

て課題に対する知見をもち、主体的に

対応することができる。 

・指導教員等から助言を受け、

教育課題に関わる法的な位置

付けや学習指導要領の記述を

確認するなどして、課題に対す

る知見をもって主体的に対応

できるように知識・理解を深め

る。 

・新規採用者研修（養護教諭）

等で、教育課題への対応に

ついての基礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（養護教諭） 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

  

デジタルや情報・教育データの利活用 

教育課題に関する対応 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 
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（４）教員研修計画「養護教諭」（４年目～）〔伸長期〕 

 
 

指 標  ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 

 

・学習指導要領の趣旨を踏まえるとと

もに教育課程に基づき教育活動の質

の向上を図ることの意義を理解し、

各教科主任や学級担任等と連携し、

養護教諭の専門性を生かした保健教

育を適切に行うことができる。 

・児童・生徒の健康状況を把握し、救急

処置、健康診断、疾病予防などの保健

管理を適切に行うことができる。 
 

・校内研究会等の中で、養護教

諭の専門性や保健室経営の

視点から、児童・生徒の特性

を生かした提案をしたり、意

見を述べたりする。 

・国や社会の動きを踏まえ、学

級担任等と連携して保健指

導や保健の授業に参画する。  

・教育委員会主催の研修等に

参加し、保健教育の指導方

法及び保健管理等の基礎・

基本を学ぶ。 

・区市町村教育委員会の研究

会や、東京都教育委員会研

究推進団体等の研究会に参

加し、発表する。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修  
 

 
 

・校内支援体制の充実を図り、個別の保

健指導や健康相談を行いながら、児

童・生徒と信頼関係を構築すること

ができる。 

・学年や学級の生活指導上の課題につ

いて共に対応したり、効果的な指導

方法について助言したりすることが

できる。 

・自校の生活指導上の問題等を

踏まえ、外部専門家と連携を

図るなどしながら、個に応じ

た保健指導や相談活動を行

う。 

・スクールカウンセラーや特別

支援教育コーディネーター

等と連携を図り、教育相談的

な対応の充実を図るなどし

て、一人一人の特性に応じた

対応が図られるよう、担任等

へ助言を行う。  

・教育委員会主催の研修等に

参加し、健康相談や教育相

談の基礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修  

 

 
 

・健康課題や発達の課題に応じた対応

及び健康の保持増進について、他の

教員・保護者・地域・関係機関と連携

協働し、課題を解決することができ

る。 

・情報発信や広報、関係機関からの情報

収集を適切に行うことができる。 

 

・保健部会等の校務分掌等で、

担当として外部機関との情

報共有を行ったり、外部機関

との連携を図ったりする。 

・外部機関との取組についての

課題や改善策を会議等で提

案するとともに、保健室だよ

り等を通して情報発信する。 

 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、適切な情報発信や

情報収集の基礎・基本を学

ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修  

○主任教諭を補佐しながら、分掌組織の一員として職務を遂行する。 

○自分の能力開発について謙虚に自己研さんに励み、知識や経験に 

基づく実践力を高めることができる。 

求められる役割や能力 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 

学習指導力・保健管理に関する力 
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・学校保健計画の策定や担当する分掌

についての企画・立案や改善策を提案

するなど、校務へ積極的に参画し、組

織内で自らの役割を果たすことがで

きる。 

・学校の状況や児童・生徒の実態を踏ま

えて保健室経営計画を作成し、適切な

保健室経営及び保健組織活動を行う

ことができる。 

・児童・生徒の安全に関する知識、思考

力、判断力や行動力、危険を予測し回

避する能力、他者や社会の安全への貢

献力の向上のための指導をすること

ができる。 

 

・保健部会等、校務分掌の中で

責任者となる役割を担い、

若手教員に指導・助言をす

る。 

・担当する校務分掌の課題や改

善策等を会議等で提案する。 

 

 

 

 

 

  

・教育委員会主催の研修等に

参加し、計画的な業務の進

め方の基礎・基本を学ぶ。 

 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修 

  

 

 

 
 

・特別支援教育等に関して身に付けた

知識に基づき、児童・生徒の実態を把

握するとともに、他の教員・保護者と

連携して個別指導計画等を作成し支

援することができる。 

 

・特別支援教育コーディネータ

ーや指導教員等から助言を

受け、個別指導計画等の作成

や支援のための知識・理解を

深める。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、特別支援教育の基

礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修 

 

 

 

・デジタル技術を適切に活用して、児

童・生徒の健康課題の把握に役立てる

ことができる。 

・児童・生徒の健康上の課題を見いだ

し、保健教育に生かすために、教育デ

ータや保健室の情報の活用について、

初任者等に指導・助言することができ

る。 

 

・デジタル技術の活用や、情報

活用能力の育成に係る実践

について積極的に取り組み、

提案する。 

・健康観察の充実や健康診断デ

ータの管理など、教育データ

や保健室を活用した保健管

理について提案するととも

に、若手教員に指導・助言を

する。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、デジタル技術の活

用等の基礎・基本や具体的

な方策について学ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修 

 

 
 

 

・教育課題についての理解を深め、主任

教諭を補佐し、分掌組織の一員とし

て、課題解決のために貢献することが

できる。 

・自校の教育課題についての

理解を深め、主任教諭を補

佐し、分掌組織の一員とし

て、会議等で課題解決のた

めの提案を行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、教育課題の解決に

向けた具体的な方策に関す

る基礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

・教職大学院派遣研修  

学校運営力・組織貢献力 

教育課題に関する対応 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 
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（５）教員研修計画「栄養教諭」〔基礎形成期・伸長期〕 

 
 
 
 

指 標 ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 
 

・学習指導要領の趣旨を踏まえるととも

に教育課程に基づき教育活動の質の向

上を図ることの意義を理解することが

できる。 

・学級担任等と連携し、栄養教諭の専門性

を生かした食に関する指導を行い、地

区内の食育リーダー等からの相談に的

確に応じることができる。 

・学校給食の意義及び背景を理解し、専門

的な知識・技能を活用しながら、学校給

食の管理を行うことができる。 

・校内研究会等の中で、栄養教

諭の専門性を生かした提案を

したり、意見を述べたりする。 

・指導教諭等、他の教員の授業を

参観する。 

・学級担任等と連携して、目的や

実態に合わせて、食に関する

指導に参画する。 

・学校給食の管理について先輩

教員から学んだり、グループ

で協議したりする。 

・地区内の食育リーダー等から

の相談に対して、栄養教諭の

専門性を生かして的確に応じ

る。 

・新規採用者研修（栄養教諭）

等で、食育推進及び学校給食

の管理についての基礎・基本

を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（栄養教諭） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

 
 
 

・食に関して特別の配慮を必要とする児

童・生徒に対し、校内支援体制の充実及

び関係機関との連携を図りながら、個

別的な指導を行うことができる。 

・生活指導上の課題に直面した際、他の教

員に相談しながら解決することができ

る。 

・生活指導主任や進路指導主任

等による講義や助言を受け

る。 

・校務分掌の部会等でテーマを

決め、グループで相談したり、

協議したりする。 

・新規採用者研修（栄養教諭）

等で、生活指導や進路指導の

内容・方法の基礎・基本を学

ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（栄養教諭） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

 
 
 

・食育の推進について、他の教員・保護者・

地域・関係機関と連携協働して取り組

むことができる。 

・課題に応じて、他の教員・保護者・地域・

関係機関と円滑なコミュニケーション

を図り、連携協働を通じて解決に向け

て取り組むことができる。 

・指導教員等から連携や折衝の

方法等について指導・助言を

受けながら業務を遂行する。 

・保護者や関係機関等との打合

せに同席し、実際の対応の仕

方について知識・理解を深め

る。 

 

・新規採用者研修（栄養教諭）

等で、保護者対応や地域、関

係機関との連携の際の接遇

マナーの基礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（栄養教諭） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

○食に関する指導を推進するとともに、学校栄養職員としての知識や経験に基 

づき、同僚や教諭等、及び地区内の食育リーダー等への指導的役割を担う。 

○食に関する指導や学校給食の管理における栄養教諭としての基礎的な力を 

身に付けるとともに実践に生かすことができる。            

求められる役割や能力 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 

学習指導力・学校給食の管理に関する力 
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・学校及び教職の意義、社会的役割・服務

の厳正に努め、組織の一員として校務

に積極的に参画することができる。 

・食に関する指導の全体計画の策定など、

担当する校務分掌についての企画・立

案や改善策を提案することができる。 

・児童・生徒の安全に関する知識、思考力、

判断力や行動力、危険を予測し回避す

る能力、他者や社会の安全への貢献力

の向上のための指導をすることができ

る。 

 

・校務分掌の部会等で、分掌主任

等から進行計画の立案や進捗

状況の報告、振り返りなどの

指導や助言を受けながら業務

を遂行する。 

・校務分掌の部会等で、自分の担

当した職務について、指導を

受けながら、校務に参画する。 

・新規採用者研修（栄養教諭）

等で、食に関する指導の全体

計画の活用を踏まえた組織

的な業務の進め方の基礎・基

本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（栄養教諭） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

 

 

 

 

・特別支援教育等に関して身に付けた知

識に基づき、児童・生徒の実態を把握す

るとともに、他の教員・保護者と連携し

て個別指導計画等を作成し支援するこ

とができる。 

 

・特別支援教育コーディネータ

ーや指導教員等から助言を受

け、個別指導計画等の作成や

支援のための知識・理解を深

める。 

・新規採用者研修（栄養教諭）

等で、特別支援教育の基礎・

基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（栄養教諭） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

 

・デジタル技術を適切に活用して、児童・

生徒の食に関する指導や学校給食の管

理を効果的・効率的に進めることがで

きる。 

・教育データを活用し、児童・生徒の食育

や生活指導に生かしたりすることがで

きる。 

 

・デジタル技術の活用や、情報活

用能力の育成に係る実践につ

いて主任教諭や指導教員等の

授業を参観する。 

・教育データを活用した児童・生

徒の食育や生活指導について

先輩教員から学んだり、グル

ープで協議したりする。 

・新規採用者研修（栄養教諭）

等で、デジタル技術の活用等

の基礎・基本や具体的な方策

について学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（栄養教諭） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 
 
 

・教育課題に関わる法的な位置付けや学

習指導要領の記述を確認するなどして

課題に対する知見をもち、主体的に対

応することができる。 

・指導教員等から助言を受け、教

育課題に関わる法的な位置付

けや学習指導要領の記述を確

認するなどして、課題に対す

る知見をもって主体的に対応

できるように知識・理解を深

める。 

・新規採用者研修（栄養教諭）

等で、教育課題への対応につ

いての基礎・基本を学ぶ。 

〔研修例〕 

・新規採用者研修（栄養教諭） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅰ】 

 

  

学校運営力・組織貢献力 

教育課題に関する対応 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 
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（６）教員研修計画「主任教諭」〔充実期〕 

 

 
 

指 標 ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 

 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的な充実に向けた、学習者中

心の授業をすることができる。 

・同僚や教諭等と協働した授業研究や、

指導上の課題を捉えた指導・助言を

することができる。 

・授業改善や授業評価について、実態や

課題を捉え、解決策を提案すること

ができる。 

・校内の研究会等で積極的

に提案授業等を行う。 

・教員の授業を定期的に観

察し、助言する。  

・教育委員会主催の研修等に参加

し、教科等に関する具体的な指

導の工夫について学ぶ。 

・区市町村教育委員会の研究会

や、東京都教育委員会研究推進

団体等の授業研究に参加し､助

言する。 

・指導教諭の模範授業やその後の

協議会等に参加する。 

〔研修例〕 
・主任教諭任用前研修 
・主任教諭任用時研修 
・主任研修（教務） 
・東京教師道場（部員・リーダー） 
・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 
・専門性向上研修【Ⅱ】 

・英語力向上研修(ONEDAY・応用) 
・英語力 UP 研修 
・大学院派遣研修 
・教職大学院派遣研修 
・東京都教員研究生 
・教育研究員  

 

 

 

・自校の多様な課題について、解決策を

提案することができる。 

・児童・生徒がもつ個々の思いや悩み等

を受け止め、学校生活への適応や人

格の成長への援助を行うことができ

る。 

・児童・生徒一人一人の可能性や活躍の

場を引き出す集団づくりを行い、児

童・生徒に自己有用感をもたせるこ

とができる。 

 

 

 

 

 

・教員に日頃から声を掛

け、各学年の状況と課題

を把握し、管理職や主幹

教諭等に報告する。 

・地域や保護者からの外部

アンケートや、保護者会

等で出された課題を収集

し整理し、管理職や主幹

教諭等に報告する。 

・教育委員会主催の研修等に参加

し、生活指導や進路指導に関す

る具体的な指導上の工夫につ

いて学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・主任研修（生活指導、進路指導） 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

生活指導力・進路指導力 

○主幹教諭を補佐しながら、校務分掌などにおける学校運営上の重要な

職務を遂行する。 

○教育指導の専門性を活用し、校務を処理するとともに同僚や教諭等に

対して助言や支援を行うことができる。 

 

学習指導力 

求められる役割や能力 
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・関係機関に対し学校の考えを明確に
示すとともに、情報収集を適切に行
うなどして、円滑な関係を築くこと
ができる。 

・自身や学校の強み・弱みを理解し、他
の教員・保護者・地域・関係機関との
連携協働を通じて、教育活動をより
充実させることができる。 

・学校公開や保護者会など

の運営や外部機関や異校

種間連携に係る研究会等

の企画や運営を行う。 

・外部機関との交渉担当を

経験する。  

・教育委員会主催の研修等に参加

し、外部との連携に関する具体

的な工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 
・主任教諭任用前研修 
・主任教諭任用時研修 
・主任研修(教務、生活指導、進路

指導) 
・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 
・専門性向上研修【Ⅱ】 
・大学院派遣研修 
・教職大学院派遣研修 
・東京都教員研究生 
・学校リーダー育成特別講座 
・学校マネジメント講座 

 
 
 

・主幹教諭を補佐し、職務を遂行すると

ともに、担当する校務分掌の職務に

ついて、同僚や教諭等に指導・助言す

ることができる。 

・学校の課題を捉え、対応策等について

管理職や主幹教諭に提案することが

できる。 

・主幹教諭等の助言を受

け、学校評価の目標の達

成状況についてまとめ、

会議等で報告する。 

・校内研究や研修会等の司

会を担当し、論点などの

整理等を行う。 

・教育委員会主催の研修等に参加

し、組織的な業務の進め方の具

体的な工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 
・主任教諭任用前研修 
・主任教諭任用時研修 
・主任研修(教務、生活指導、進路

指導) 
・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 
・専門性向上研修【Ⅱ】 
・大学院派遣研修 
・教職大学院派遣研修 
・東京都教員研究生 
・学校リーダー育成特別講座 
・学校マネジメント講座  

 
 
 
 
 

・多様な児童・生徒のニーズに対応する

ために必要となる知識や方法を身に

付け、学習上・生活上の配慮や支援を

工夫することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特別支援教育コーディネ

ーター等と連携を図り、

学習上・生活上の配慮や

支援の充実など、一人一

人の特性に応じた対応を

提案するとともに、担任

等へ助言を行う。 

・教育委員会主催の研修等に参加

し、特別支援教育に関する具体

的な指導の工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・主任研修(教務、生活指導、進路

指導) 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 
・専門性向上研修【Ⅱ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

外部との連携・折衝力 

学校運営力・組織貢献力 

特別な配慮や支援を必要と 

する子供への対応 
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・デジタル技術の活用や情報活用能力

の育成に関する、適切な指導計画を作

成し授業実践等を行うとともに、同僚

や教諭等の指導の状況を把握し、指

導・助言することができる。 

・児童・生徒の学習改善を図ったり、生

活指導に生かしたりするための教育

データの活用方法を提案することが

できる。 

 

・デジタル技術や情報活用

能力の育成を念頭に置い

て業務を遂行したり、若

手教員の授業を参観して

指導・助言したりする。 

・教育データを活用して学

習指導や生活指導の充実

に向けた業務を遂行する

とともに、活用方法を提

案する。 

・教育委員会主催の研修等に参加

し、デジタル技術の活用等に関

する具体的な指導の工夫につ

いて学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・主任研修(教務、生活指導、進路

指導) 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 
・専門性向上研修【Ⅱ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 
 
 
 

・教育課題に関する校務分掌での重要

な役割を担い、主幹教諭を補佐すると

ともに、同僚や教諭等に対して指導・

助言することができる。 

・自校の教育課題に関する

校務分掌での重要な役割

を担い、同僚や教員に対

して適切な助言をする。 

・教育委員会主催の研修等に参加

し、教育課題に関する具体的な

指導の工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 
・主任教諭任用前研修 
・主任教諭任用時研修 
・主任研修(教務、生活指導、進路

指導) 
・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 
・専門性向上研修【Ⅱ】  
・大学院派遣研修 
・教職大学院派遣研修  
・東京都教員研究生  

教育課題に関する対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 
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（７）教員研修計画「主任養護教諭」〔充実期〕 

 
 
 

指 標  ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 

 

・同僚や教諭等と協働した授業研究や、

指導上の課題を捉えた指導・助言をす

ることができる。 

・児童・生徒の健康状況を把握し、保健

管理を適切に行い、実態や課題を捉

えて解決策を提案することができ

る。 

・校内研究会等の中で、養護教

諭の専門性や、保健室経営の

視点から、児童・生徒の特性

を生かした提案をしたり、意

見を述べたりする。 

・国や社会の動きを踏まえ、学

級担任等と連携して保健指

導や保健の授業に参画する。  

・教育委員会主催の研修等に

参加し保健教育の指導方法

及び保健管理等に関する具

体的な工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・英語力向上研修(ONEDAY・応用) 

・英語力 UP 研修 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

・教育研究員 
 

 
 

・児童・生徒がもつ個々の思いや悩み等

を受け止め、学校生活への適応や人格

の成長への援助を行うことができる。 

・自校の多様な課題について、解決策を

提案することができる。 

・児童・生徒一人一人の可能性や活躍の

場を引き出す集団づくりを行い、児

童・生徒に自己有用感をもたせること

ができる。 

・自校の生活指導上の問題等を

踏まえ、外部専門家と連携を

図るなどしながら、個に応じ

た保健指導や相談活動を行

う。 

・スクールカウンセラーや特別

支援教育コーディネーター等

と連携を図り、教育相談的な

対応の充実を図るなどして、

一人一人の特性に応じた対応

が図られるよう、担任等へ助

言を行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、健康相談や教育相

談に関する具体的な工夫に

ついて学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 
 
 
 

・関係機関に対し学校の考えを明確に示

すとともに、情報収集を適切に行うな

どして、円滑な関係を築くことができ

る。 

・自身や学校の強み・弱みを理解し、他

の教員・保護者・地域・関係機関との

連携協働を通じて、教育活動をより充

実させることができる。 

・保健部会等の校務分掌等で、

担当として外部機関との情

報共有を行ったり、外部機関

との連携を図ったりする。 

・外部機関との取組の課題や改

善策を会議等で提案するとと

もに、保健室だより等を通し

て情報発信する。 

 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、外部との連携に関

する具体的な工夫について

学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

・学校リーダー育成特別講座 

・学校マネジメント講座 

 ○主幹教諭を補佐しながら、校務分掌などにおける学校運営上の重要な

職務を遂行する。 

○専門的な知識・技能を活用し、校務を処理するとともに同僚や教諭等

に対して助言や支援を行うことができる。 

求められる役割や能力 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 

学習指導力・保健管理に関する力 
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・主幹教諭を補佐し、職務を遂行すると

ともに、学校保健計画の策定など、担

当する校務分掌の職務について、同僚

や教諭等に指導・助言することができ

る。 

・学校の健康課題を解決するために、保

健室経営計画を作成し、適切な保健室

経営及び保健組織活動を行うことが

できる。 

・学校の課題を捉え、対応策等について

管理職や主幹教諭に提案することが

できる。 

 

・保健部会等、校務分掌の中で

責任者となる役割を担い、

若手教員に指示をする。 

・担当する校務分掌の課題や改

善策等を会議等で提案する。 

・教育委員会主催の研修に参

加し、組織的な業務の進め

方の具体的な工夫について

学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

・学校リーダー育成特別講座 

・学校マネジメント講座 

 

 

 

 

・多様な児童・生徒のニーズに対応する

ために必要となる知識や方法を身に

付け、学習上・生活上の配慮や支援を

工夫することができる。 

 

・特別支援教育コーディネータ

ー等と連携を図り、学習上・

生活上の配慮や支援の充実

など、一人一人の特性に応じ

た対応を提案するとともに、

担任等へ助言を行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、特別支援教育に関

する具体的な指導の工夫に

ついて学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

 

 

・デジタル技術を適切に活用して児童・

生徒の健康課題を把握し、適切な指導

計画を作成して保健指導等を行うと

ともに、同僚や教諭等の指導の状況を

把握し、指導・助言することができる。 

・児童・生徒の学習改善を図ったり、保

健教育や生活指導に生かしたりする

ための教育データの活用方法を提案

することができる。 

 

・デジタル技術や教育データを

活用した保健管理の充実に

向けて業務を遂行するとと

もに、活用方法を提案する。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、デジタル技術の活

用等に関する具体的な指導

の工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

 
 
 

・教育課題に関する校務分掌での重要な

役割を担い、主幹教諭を補佐するとと

もに、同僚や教諭等に対して指導・助

言することができる。 

・自校の教育課題についての

理解を深め、主任教諭を補

佐し、分掌組織の一員とし

て、会議等で課題解決のた

めの提案を行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、教育課題に関する

具体的な指導の工夫につい

て学ぶ。 

〔研修例〕 
・主任教諭任用前研修 
・主任教諭任用時研修 
・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ  
・専門性向上研修【Ⅱ】  
・大学院派遣研修 
・教職大学院派遣研修  
・東京都教員研究生 

学校運営力・組織貢献力 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 

教育課題に関する対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 
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（８）教員研修計画「主任栄養教諭」〔充実期〕 

 
 
 
 

指 標 ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 
 

・同僚や教諭等と協働した授業研究や、

指導上の課題を捉えた指導・助言を

することができる。 

・専門的な知識・技能を活用し、地区に

おける食育推進の意義及び背景を理

解した上で、地区内の状況を把握及

び管理することができる。 

・地区内の栄養教諭への助言や支援及

び食育リーダー等への支援を行うと

ともに、実態や課題を捉えて解決策

を提案することができる。 

・校内研究会等の中で、栄養教

諭の専門性を生かした提案

をしたり、意見を述べたりす

る。 

・指導教諭等、他の教員の授業

を参観する。 

・学級担任等と連携して、目的

や実態に合わせて、食に関す

る指導に参画するとともに、

解決策を提案する。 

・学校給食の管理について先輩

教員から学んだり、グループ

で協議したりする。 

・地区内の食育リーダー等から

の相談に対して、栄養教諭の

専門性を生かして的確に応

じる。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、食育推進及び学校

給食の管理に関する具体的

な工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・英語力向上研修(ONEDAY・応用) 

・英語力 UP 研修 

 

 

 
 
 

・自校の多様な課題について、解決策を

提案することができる。 

・児童・生徒がもつ個々の思いや悩み等

を受け止め、学校生活への適応や人格

の成長への援助を行うことができる。 

・児童・生徒一人一人の可能性や活躍の

場を引き出す集団づくりを行い、児

童・生徒に自己有用感をもたせること

ができる。 

・生活指導主任や進路指導主任

等による講義や助言を受け

る。 

・校務分掌の部会等でテーマを

決め、グループで相談したり、

協議したりする。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、生活指導や進路指

導に関する具体的な指導上

の工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

 

 
 
 

・関係機関に対し学校の考えを明確に

示すとともに、情報収集を適切に行

うなどして、円滑な関係を築くこと

ができる。 

・自身や学校の強み・弱みを理解し、他

の教員・保護者・地域・関係機関との

連携協働を通じて、教育活動をより

充実させることができる。 

・管理職等から連携や折衝の方

法等について指導・助言を受

けながら業務を遂行する。 

・保護者や関係機関等との面談

に同席し、実際の対応の仕方

について知識・理解を深め

る。 

 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、外部との連携に関

する具体的な工夫について

学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・学校リーダー育成特別講座 

・学校マネジメント講座 

            ○主幹教諭を補佐しながら、校務分掌などにおける学校運営上の重要な職

務を遂行する。 

○専門的な知識・技能を活用し、校務を処理するとともに同僚や教諭等に

対して助言や支援を行い、地区内の栄養教諭及び食育リーダー等への指

導的役割を担うことができる。 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 

学習指導力・学校給食の管理に関する力 

求められる役割や能力 
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・主幹教諭を補佐し、職務を遂行すると

ともに、担当する校務分掌の職務に

ついて、同僚や教諭等に指導・助言す

ることができる。 

・学校の課題を捉え、対応策等について

管理職や主幹教諭に提案することが

できる。 
 
 

・校務分掌の部会等で、分掌主

任等から進行計画の立案や

進捗状況の報告、振り返りな

どの指導や助言を受けなが

ら業務を遂行する。 

・校務分掌の部会等で、自分の

担当した職務について、指導

を受けながら、校務に参画す

る。 

・教育委員会主催の研修に参

加し、組織的な業務の進め

方の具体的な工夫について

学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ･Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

・学校リーダー育成特別講座 

・学校マネジメント講座 

 

 

 

 

・多様な児童・生徒のニーズに対応する

ために必要となる知識や方法を身に

付け、学習上・生活上の配慮や支援を

工夫することができる。 

 

・特別支援教育コーディネータ

ー等と連携を図り、学習上・

生活上の配慮や支援の充実

など、一人一人の特性に応じ

た対応を提案するとともに、

担任等へ助言を行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、特別支援教育に関

する具体的な指導の工夫に

ついて学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

 

 

 

・デジタル技術を適切に活用して児童・

生徒の食に関する課題を把握し、適切

な指導計画を作成して食に関する指

導等を行うとともに、同僚や教諭等の

指導の状況を把握し、指導・助言する

ことができる。 

・児童・生徒の学習改善を図ったり、食

育や生活指導に生かしたりするため

の教育データの活用方法を提案する

ことができる。 

 

・デジタル技術や教育データを

活用した食育や生活指導の

充実に向けて業務を遂行す

るとともに、活用方法を提案

する。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、デジタル技術の活

用等に関する具体的な指導

の工夫について学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

 

 
 
 

・教育課題に関する校務分掌での重要

な役割を担い、主幹教諭を補佐する

とともに、同僚や教諭等に対して指

導・助言することができる。 

・自校の教育課題についての

理解を深め、主任教諭を補

佐し、分掌組織の一員とし

て、会議等で課題解決のた

めの提案を行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、教育課題に関する

具体的な指導の工夫につい

て学ぶ。 

〔研修例〕 

・主任教諭任用前研修 

・主任教諭任用時研修 

・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・専門性向上研修【Ⅱ】 

  

学校運営力・組織貢献力 

教育課題に関する対応 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 
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（９）教員研修計画「指導教諭」 

 
 
 

指 標 ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 
 

・模範となる自らの授業を積極的に公

開するとともに、自校や他校の求めに

応じて授業を観察し、指導・助言をす

ることができる。 

・教科指導資料等の開発、模範となる教

科指導のための教材開発を行うこと

ができる。 

・自校の教科部会や校内研究

等において、指導・助言を

行う。 

・都内公立学校の教員全体の

「授業力」を向上させるた

め、先駆的な模範授業を実

施し、公開する。 

 
 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、教科等の指導方法

の講師として、参加者への

指導・助言を行う。 

・区市町村教育委員会の研究

会や東京都教育委員会研究

推進団体等で、他校の教員

の授業研究に参加し、助言

する。 

〔研修例〕 
・指導教諭任用時研修 
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B 養成講座 
・東京教師道場（リーダー） 
・専門性向上研修【Ⅲ】 
・大学院派遣研修 
・教職大学院派遣研修 
・東京都教員研究生 
・教育研究員 
・研究開発委員 

 
 
 

・児童・生徒の個性や能力を把握し、地

域・社会と連携しながら、自己実現に

向けた生活指導・進路指導の計画を立

て、推進することができる。 

・児童・生徒の観察や、他の教員や関係

機関等との連携による情報収集に基

づき、自校の多様な課題を捉え、管理

職と連携して、個に応じた指導や集団

指導の改善策を提案し、実行すること

ができる。 

・児童・生徒の行動観察や教員

からの情報に基づき、自校の

生活指導・進路指導の課題を

捉え、改善策を示す。 

・各学年、学級の指導状況を把

握し、実態に応じて複数の教

員で指導を行うなど体制づ

くりを行う。 

・教育委員会主催の研修等

に参加し、生活指導や進路

指導に関する専門的な知識

及び理解を深める。 

・地区の研修会で、生活指導

や進路指導についての講師

を務め、地区全体の課題解

決を図る。 

〔研修例〕 
・指導教諭任用時研修 
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B 養成講座 
・専門性向上研修【Ⅲ】 
・大学院派遣研修 
・教職大学院派遣研修 
・東京都教員研究生 

 

 

 

○都公立学校教員全体の授業力の向上を図る。 

○高い専門性と優れた指導力を活用し、自校や他校の教員の人材育成を推

進することができる。 

 

学習指導力 

生活指導力・進路指導力 

求められる役割や能力 
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・他の教員と協力するとともに意思の

疎通を図り、職務遂行上の課題や能力

開発について相談に応じたり助言し

たりすることができる。 

・保護者・地域・関係機関からの要望等

に対して、円滑かつ迅速な対応を図る

ことができる。 

・地域関係者との連絡会に出

席したり、会の企画や運営等

を行ったりする。 

・学校行事や地域行事等を協

働して行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、外部との連携に関

する専門的な知識及び理解

を深める。 

〔研修例〕 
・指導教諭任用時研修 
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B 養成講座 
・専門性向上研修【Ⅲ】 
・大学院派遣研修 
・教職大学院派遣研修 
・東京都教員研究生 
・学校リーダー育成特別講座 
・学校マネジメント講座 

 
 
 
・学校教育を取り巻く環境の変化に合

わせて常に学び続けるとともに、指導

力の向上に関する教員の人材育成を

推進することができる。 

・学校組織マネジメントの意義を理解

した上で、校務分掌全体の進行管理や

分掌間の調整をするとともに、管理職

と十分協議して、校長の指示の下、学

校運営することができる。 

 

・研究推進委員会等の企画や

運営等を行う。 

・学校評価の重点事項等につ

いて分析し、改善策を提案す

る。 

・教育委員会主催の研修等

に参加し、組織的な業務の

進め方に関する専門的な

知識及び理解を深める。 

〔研修例〕 

・指導教諭任用時研修 

・教育行政研修 

・教育管理職候補者 B 養成講座 

・専門性向上研修【Ⅲ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修  

・東京都教員研究生 

・学校リーダー育成特別講座 

・学校マネジメント講座 
 
 
 
 
 

・主任教諭等への指導・助言や発信を通

して、校内の特別な配慮等が必要な児

童・生徒への支援・教育を組織的に推

進することができる。 

・特別支援教育コーディネーターやＳ

Ｃ、ＳＳＷ、保護者や外部の関係機関

等と協働し、組織的対応を行うことが

できる。 

・校内の特別な配慮等が必要

な児童・生徒への支援・教育

について課題を捉え、主任教

諭等への指導・助言や発信を

行う。 

・特別支援教育コーディネー

ターやＳＣ、ＳＳＷ、保護者

や外部の関係機関等と協働

するとともに、連絡会等の企

画や運営等を行う。 

 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、特別支援教育に関

する専門的な知識及び理解

を深める。 

〔研修例〕 

・指導教諭任用時研修 
・専門性向上研修【Ⅲ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

 

 

・デジタル技術の活用や情報活用能力

の育成に向けた模範となる授業を実

施することができる。 

・児童・生徒の学習改善を図るために、

教育データを活用した授業を提案す

ることができる。 

・デジタル技術の活用や情報

活用能力の育成に向けた先

駆的な模範授業を実施し、

公開する。 

・児童・生徒の学習改善を図る

ための、教育データを活用し

た先駆的な模範授業を実施

し、公開する。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、デジタル技術の活

用等に関する専門的な知識

及び理解を深める。 

〔研修例〕 

・指導教諭任用時研修 
・専門性向上研修【Ⅲ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

 

外部との連携・折衝力 

学校運営力・組織貢献力 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 
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・教育課題について高い専門性と優れ

た指導力を身に付け、学校組織におけ

る中心的な役割を担うとともに、管理

職を補佐し、教員の対応力向上に関し

て指導・助言することができる。 

・自校の教育課題について、課

題を明確にし、研修会等の機

会を通して教員の対応力向

上に関して適切に指導・助言

する。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、教育課題に関する

専門的な知識及び理解を深

める。 

〔研修例〕 

・指導教諭任用時研修 

・教育行政研修 

・教育管理職候補者 B 養成講座 

・専門性向上研修【Ⅲ】 

・大学院派遣研修 

・教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

 

  

教育課題に関する対応 
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（10）教員研修計画「主幹教諭、主幹教諭（養護）、主幹教諭（栄養）」 

 
 
 
 

指 標  ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 

 

 

・年間授業計画の実施状況を把握し、

学年主任や教科主任に指導・助言を

することができる。 

・教育課程に基づき組織的かつ計画的

に教育活動の質の向上を図るととも

に、学校全体の年間授業計画や授業

改善推進プラン、評価計画等を作成

することができる。 

・全学年・全教科等にわたる

課題を整理し、学校全体の

年間指導計画や授業改善推

進プラン等の作成を学年主

任等と連携して行い、企画

調整会議で提案する。  

・教育委員会主催の研修等に

参加し、各教科等の専門的な

知識及び理解を深める。 

・他校の教員の授業研究に参

加し、助言する。 

〔研修例〕 
・主幹教諭任用時研修 
・主幹教諭スキルアップ研修 
・主任研修(教務) 
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B 養成講座 
・東京教師道場（リーダー） 
・専門性向上研修【Ⅲ】 

・大学院派遣研修＊ 
・教職大学院派遣研修＊ 
・東京都教員研究生＊ 
・教育研究員 
・研究開発委員 

 

 

 

・児童・生徒の個性や能力を把握し、地

域・社会と連携しながら、自己実現に

向けた生活指導・進路指導の計画を立

て、推進することができる。 

・児童・生徒の観察や、他の教員や関係

機関等との連携による情報収集に基

づき、自校の多様な課題を捉え、管理

職と連携して、個に応じた指導や集団

指導の改善策を提案し、実行すること

ができる。 
 

・教員、児童・生徒、保護者ア

ンケートを実施し、生活指

導・進路指導上の課題を整

理し、まとめ、改善策を提案

する。 

・学年主任と協働して、自校の

進路指導計画を作成し、実

施する。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、生活指導や進路指導

に関する専門的な知識及び

理解を深める。 

・地区の研修会で、生活指導や

進路指導についての講師を

務め、地区全体の課題解決を

図る。 

〔研修例〕 

・主幹教諭任用時研修 

・主幹教諭スキルアップ研修 

・主任研修(生活指導、進路指導) 

・教育行政研修 

・教育管理職候補者 B 養成講座  
・専門性向上研修【Ⅲ】 

・大学院派遣研修＊ 
・教職大学院派遣研修＊ 
・東京都教員研究生＊ 

 

 

 

・他の教員と協力するとともに意思の

疎通を図り、職務遂行上の課題や能力

開発について相談に応じたり助言し

たりすることができる。 

・保護者・地域・関係機関からの要望等

に対して、円滑かつ迅速な対応を図る

ことができる。 

・外部アンケートや関係機関

等との連絡会を通して課題

を把握し、改善策を企画調

整会議等で提案し、対応す

る。 

・学校案内等のパンフレット

等の改訂を定期的に行う。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、外部との連携に関す

る専門的な知識及び理解を

深める。 

〔研修例〕 
・主幹教諭任用時研修 
・主幹教諭スキルアップ研修 
・主任研修(教務、生活指導、進路指導)  
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B 養成講座  
・専門性向上研修【Ⅲ】 
・大学院派遣研修＊ 
 

・教職大学院派遣研修＊ 
・東京都教員研究生＊ 
・学校リーダー育成特別講座 
・学校マネジメント講座 

○管理職を補佐しながら、教員を指導・育成するとともに、積極的に学

校経営に関与する。 

○教員に対して指導・助言し、保護者・地域・関係機関等と連携して担

当する校務を処理することができる。 

 

学習指導力 

生活指導力・進路指導力 

外部との連携・折衝力 

求められる役割や能力 
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・学校教育を取り巻く環境の変化に合

わせて常に学び続けるとともに、中・

長期的な視点での教員の人材育成を

推進することができる。 

・学校組織マネジメントの意義を理解

した上で、校務分掌全体の進行管理や

分掌間の調整をするとともに、管理職

と十分協議して、校長の指示の下、学

校運営することができる。 

・教育課程編成に際し、授業時

数や行事の精選を提案す

る。 

・学校評価の重点事項等につ

いて分析し、改善策を提案

する。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、組織的な業務の進め

方に関する専門的な知識及

び理解を深める。 

〔研修例〕 
・主幹教諭任用時研修  
・主幹教諭スキルアップ研修 
・主任研修(教務、生活指導、進路指導)  
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B 養成講座  
・専門性向上研修【Ⅲ】 
・大学院派遣研修＊ 
・教職大学院派遣研修＊ 
・東京都教員研究生＊ 
・学校リーダー育成特別講座 
・学校マネジメント講座 

 
 
 
 
 

・主任教諭等への指導・助言や発信を通

して、校内の特別な配慮等が必要な児

童・生徒への支援・教育を組織的に推

進することができる。 

・特別支援教育コーディネーターやＳ

Ｃ、ＳＳＷ、保護者や外部の関係機関

等と協働し、組織的対応を行うことが

できる。 

・校内の特別な配慮等が必要

な児童・生徒への支援・教育

について課題を捉え、主任

教諭等への指導・助言や発

信を行う。 

・特別支援教育コーディネー

ターやＳＣ、ＳＳＷ、保護者

や外部の関係機関等と協働

するとともに、連絡会等の

企画や運営等を行う。 

 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、特別支援教育に関す

る専門的な知識及び理解を

深める。 

〔研修例〕 

・主幹教諭任用時研修 

・主幹教諭スキルアップ研修 

・主任研修(教務、生活指導、進路指導)  

・専門性向上研修【Ⅲ】 

・大学院派遣研修＊ 

・教職大学院派遣研修＊ 

・東京都教員研究生＊ 

 

 

・デジタル技術の効果的な活用等に向

けた研修計画の策定や、情報活用能力

の育成に向けた学校全体での体系的

な指導を推進することができる。 

・教育データを活用した業務の効率化

を推進することができる。 

・デジタル技術の効果的な活

用のための課題を整理し、

改善策を提案するととも

に、蓄積された教育データ

を活用し、個々の資質・能力

を最大化するために学校全

体として取り組む研修を企

画する。 

 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、デジタルの活用等に

関する専門的な知識及び理

解を深める。 

〔研修例〕 
・主幹教諭任用時研修 
・主幹教諭スキルアップ研修 
・主任研修(教務、生活指導、進路指導)  

・専門性向上研修【Ⅲ】 
・大学院派遣研修＊ 
・教職大学院派遣研修＊ 
・東京都教員研究生＊ 

 

 

 

・教育課題について高い専門性と優れ

た指導力を身に付け、学校組織にお

ける中心的な役割を担うとともに、

管理職を補佐し、教員の対応力向上

に関して指導・助言することができ

る。 

・自校の教育課題について、課

題を明確にし、研修会等の

機会を通して教員の対応力

向上に関して適切に指導・

助言する。 

・教育委員会主催の研修等に

参加し、教育課題に関する専

門的な知識及び理解を深め

る。 

〔研修例〕 
・主幹教諭任用時研修 
・主幹教諭スキルアップ研修  
・主任研修(教務・生活指導、進

路指導)  
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B 養成講座 
・専門性向上研修【Ⅲ】 

・大学院派遣研修＊ 
・教職大学院派遣研修＊ 
・東京都教員研究生＊ 

 ＊〔主幹教諭（栄養）を除く〕 

 
主幹教諭（養護）、主幹教諭（栄養）については、養護、栄養に関する専門的な内容は養護教諭、栄養教諭から継続して

いる。 

学校運営力・組織貢献力 

特別な配慮や支援を必要とする 

子供への対応 

デジタルや情報・教育データの利活用 

教育課題に関する対応 
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（11）教員研修計画「教育管理職候補」（主幹教諭） 

 
 
 
 
 

指 標  ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 
 
 
 

・学校経営方針に基づき、担当した分掌

における課題について解決策を提案

し、教職員を支援・指導して課題を解

決することができる。 

・校務分掌を越えて学校経営に関わる

様々なデータや内外環境に関する情

報を収集・整理・分析し、管理職に提

示することができる。 

・コンプライアンスを徹底して、事故等

の未然防止のための具体的方策を提

案し、緊急時には適切に判断し対応す

ることができる。 

 

・校長・副校長からの指導・助

言を受けながら、各分掌の

進捗状況や課題等を把握

し、効果的・効率的な校務の

推進についての案を作成

し、企画調整会議等で提案

する。 

・教育管理職候補者研修等

で、学校経営の視点に基づ

いた、働き方改革を推進す

る組織マネジメントについ

ての知識を習得する。 

〔研修例〕 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修 

(A1 年次～4 年次、B 研修

Ⅰ・Ⅱ、C 研修) 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

・教職大学院派遣研修 

 
 
 

・保護者等から寄せられる意見や要望

を副校長と共に的確に把握し、学校内

外の関係者との連携を活性化するた

めの方策を管理職に提案することが

できる。 

・校長や副校長と共に、地域・

保護者からの意見・要望を

聞く場面に立ち会い、適切

な対応の仕方について学

ぶ。 

・校長や副校長からの助言を

受け、外部指導員や学習支

援ボランティア等、学校の

教育活動に協力できる人材

の発掘にあたる。 

・教育管理職候補者研修等

で、学校経営の視点に基づ

いた、働き方改革を推進す

る外部折衝についての知識

を習得する。 

〔研修例〕 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修 

(A１年次～４年次、B 研修

Ⅰ・Ⅱ、C 研修)  

・専門性向上研修【Ⅳ】 

・教職大学院派遣研修 
 

 

 

・授業や学級経営等について他の教職員

に指導・助言するとともに、人材育成

上の情報を管理職に適切に提示する

ことができる。 

・学校の課題解決に向けて、教職員のニー

ズを踏まえた校内研修等について管理

職に提案し、教職員を指導・育成するこ

とができる。 

・校長や副校長と共に授業観

察を行い、授業観察シート

等に授業の様子を記録し、

授業者に助言する。 

・校長からの求めに応じて、教

員の授業実践や校務分掌等

の取組状況について意見を

述べることができるよう、

記録を作成する。 

・教育管理職候補者研修等

で、学校経営の視点に基づ

いた人材育成や人事考課に

ついての知識を習得する。 

〔研修例〕 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修 

(A１年次～４年次、B 研修

Ⅰ・Ⅱ、C 研修)  

・専門性向上研修【Ⅳ】 

・教職大学院派遣研修 

○学校経営方針を受けて、他の教員に対してリーダーシップを発揮することで副

校長を支え、管理職として必要な学校経営ができる力を身に付ける。 

○教職員とのコミュニケーションにより自校の課題を捉えて解決策を立案し、課

題解決に向けて参画する。 

○学校内外との良好なコミュニケーションを実践し、学校の教育力を高める方策

を提案する。 

求められる役割 

 

学校経営力 

外部折衝力 

人材育成力 
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・東京都教育委員会及び所属する区市

町村教育委員会の教育目標や教育施

策について正しく理解し、実践するこ

とができる。 
 

・東京都及び所属する区市町

村教育委員会の教育施策に

ついて学び、理解する。  

・教育管理職候補者研修等

で、学校経営の視点に基づ

いた教育施策についての知

識を習得する。 

〔研修例〕 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修 

(A１年次～４年次、B 研修

Ⅰ・Ⅱ、C 研修)  

・専門性向上研修【Ⅳ】 

・教職大学院派遣研修 
 
 
 

・特別な配慮や支援への対応に関する

校内の体制整備等の具体的な方策を、

提案することができる。 

・特別支援教育コーディネー

ター等と連携し、特別な配

慮や支援が必要な子供の状

況をつかみ、校長や副校長か

ら指導を受けながら、具体的

方策を企画調整会議等に提

案する。 

・教育管理職候補者研修等

で、学校経営の視点に基づ

いた特別支援教育について

の知識を習得する。 

〔研修例〕 

・教育管理職候補者研修 

(A１年次～４年次、B 研修 

Ⅰ・Ⅱ、C 研修) 

・教職大学院派遣研修 
 
 

 

・副校長と共に、授業におけるデジタル

の利活用や校務のデジタル化を推進

するための具体的方策を提案するこ

とができる。 

・校内のデジタル等の活用の推進を進

行管理し、改善に向け、指導・助言を

行うことができる。 

・校長・副校長からの指導・助

言を受けながら、各教員の

授業や各分掌の取組状況を

把握し、デジタルの利活用

の効果的な取組をまとめ、

デジタル化の推進に向けた

方策を企画調整会議等に提

案する。 

・教育管理職候補者研修等

で、学校経営の視点に基づ

いた、働き方改革に生かす

デジタルの活用等について

の知識を習得する。 

〔研修例〕 

・教育管理職候補者研修 

(A１年次～４年次、B 研修 

Ⅰ・Ⅱ、C 研修) 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

・教職大学院派遣研修 
 

 

 

・教育課題についての高い専門性と優

れた指導力を用いて、管理職に具体的

かつ実現性の高い解決策を提案し、組

織的な解決の中心的役割を果たすこ

とができる。 

・自校の教育課題についての

高い見識をもち、自校の教

育目標の実現に向けて適切

に対応する。 

・校長や副校長からの指導を

受け、課題解決に向けた目

標設定を行い、的確に役割

指示と組織編制を行い、見

通しをもって進行管理及び

評価・改善する。 

・教育管理職候補者研修等

で、学校経営の視点に基づ

いた教育課題についての知

識を習得する。 

〔研修例〕 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修 

(A１年次～４年次、B 研 

修Ⅰ・Ⅱ、C 研修)  

・専門性向上研修【Ⅳ】 

・教職大学院派遣研修 

  

教育者としての高い見識 

教育課題に関する対応 

特別な配慮や支援への対応 

デジタルや教育データの利活用 
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（12）教員研修計画「教育管理職」（副校長） 

 

 
 
 

指 標  ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 

 

 
・学校経営方針を踏まえ、全教職員を適

材適所に配置して、組織的に学校の課

題を解決することができる。 

・学校経営に関わる様々なデータや内外

環境に関する情報を収集・整理・分析

し、校長と共に教職員に課題等を提示

し、解決することができる。 

・様々な場合を想定した事故等の未然防

止策を具体的に策定し、コンプライア

ンスの徹底した職場環境を構築する

ことができる。 

・緊急時には適切に判断し、課題解決の

ための中心的役割を担うことができ

る。 

・主幹教諭や各分掌の主任等

から学校のよさや課題等を

引き出し、課題解決のための

提案、働き方改革の具体案を

提案させ、学校経営計画の原

案を作成し、校長に提案す

る。 

 

 

・副校長研修等に参加し、学校

経営の視点に基づいた、働

き方改革を推進する組織マ

ネジメントについての理解

を深める。 

〔研修例〕 

・副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

 

 

 

 

・保護者や地域、関係機関等の意見や要

望を的確に把握し、地域・社会の教育

資源の活用や関係諸機関との連携を

積極的に進めて、校長の助言を受け、

適切に対応することができる。 

・校長と共に、地域・保護者か

らの意見・要望を聞く場面に

立ち会い、適切な対応の仕方

について学ぶ。 

・校長と共に、外部指導員や学

習支援ボランティア等、学校

の教育活動に協力できる人

材の発掘にあたる。 

・副校長研修等に参加し、学校

経営の視点に基づいた、働

き方改革を推進する外部折

衝についての理解を深め

る。 

〔研修例〕 

・副校長研修 

 

・統括指導主事研修 

・教職員等中央研修 

 
 

 

 

・校長と共に授業観察等を積極的に行

い、全教職員の適性や能力を把握し、

個々の教職員に合った能力開発と人

材育成を行うことができる。 

・教育課題や教職員のニーズに対応した

協働的な校内研修やＯＪＴ等を組織

的に推進し、教職員が学びに向き合う

研修環境を整えることができる。 

・校長と共に授業観察を行い、

授業観察シート等に授業の

様子を記録し、人事考課の面

接時に教職員の指導にあた

る。 

・教員の日常の職務実績記録

を作成し、業績評価に資す

る資料を作成し、校長に報

告する。 

 

・副校長研修等に参加し、学校

経営の視点に基づいた人材

育成や人事考課についての

理解を深める。 

〔研修例〕 

・副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

 

○学校経営方針の具現化に向けた方策を作成・提示し、リーダーシップを発揮し

て教育活動の改善の中心となり、校長と共に学校を経営する。 

○教職員の状況変化を敏感に捉え、組織的な課題解決に向けて、校長と共に働き

やすい職場環境を推進する。 

○学校内外とのコミュニケーションの中心的役割を担い、学校の教育力を高める。 

 

求められる役割 

 

学校経営力 

外部折衝力 

人材育成力 
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・地域・保護者等のニーズを把握し、教

育課題や教育施策に関する見識を生

かし、校長の学校経営方針を具現化す

ることができる。 

 

・東京都及び在職する区市町

村教育委員会の教育施策に

ついて理解する。 

・地域・保護者の学校に対する

思いやニーズを把握する方

法を校長に提案する。 

 

 

・副校長研修等に参加し、学校

経営の視点に基づいた教育

施策についての理解を深め

る。 

〔研修例〕 

・副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 
 
 
 

・特別な配慮や支援への対応に関する体

制整備等を推進し、関係機関と連携し

て充実を図ることができる。 

・主幹教諭や特別支援教育コ

ーディネーター、各分掌の主

任等から現状の課題や課題

解決のための提案を引き出

し、特別な配慮や支援を必要

とする子供への対応に関す

る具体的方策を作成し、校長

に提案する。 

 

・副校長研修等に参加し、学校

経営の視点に基づいた特別

支援教育についての理解を

深める。 

〔研修例〕 

・副校長研修 

・統括指導主事研修 

 
 
 

・授業におけるデジタルの利活用や校務

のデジタル化を推進するための具体

的方策を策定し、教職員に示すことが

できる。 

・デジタル等を活用した校務の効率化の

推進について進行管理し、評価及び改

善案を提案することができる。 

 

・日常的な授業観察や主幹教

諭、分掌主任等から校内のデ

ジタル・教育データの利活用

の実態を把握し、校務の効率

化による働き方改革の具体

案を主幹教諭と共に作成し、

校長に提案する。 

・副校長研修等に参加し、学校

経営の視点に基づいた、働

き方改革を推進するデジタ

ルの活用等についての理解

を深める。 

〔研修例〕 

・副校長研修 

・統括指導主事研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

 

 

 

・学校が直面する教育課題を的確に把握

して、校長を補佐して具体的かつ実現

性の高い解決策を企画し、適切な進行

管理の下で、組織的に解決することが

できる。 

・自校の教育課題についての

高い見識をもち、自校の教育

目標の実現に向けて適切に

対応する。 

・課題解決に向けた目標設定

を行い、的確に役割指示と組

織編制を行い、見通しをもっ

て進行管理及び評価・改善す

る。 

・副校長研修等に参加し、学校

経営の視点に基づいた教育

課題についての理解を深め

る。 

〔研修例〕 

・副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

 

  

教育者としての高い見識 

教育課題に関する対応 

デジタルや教育データの利活用 

特別な配慮や支援への対応 
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（13）教員研修計画「教育管理職」（校長） 

 
 
 
 
 

指 標  ＯＪＴ Ｏff-ＪＴ 

 

 

・学校経営目標達成のため、学校経営上

の課題を早期に把握し、課題解決のた

め、組織的に学校改革を推進すること

ができる。 

・学校経営に関わる様々なデータや内外

環境に関する情報を多面的な視点で

収集・整理・分析し、教職員に課題等

を明確に提示し、解決することができ

る。 

・様々な危機に対する未然防止策を策定

し、コンプライアンスの徹底した職場

環境を構築することができる。 

・緊急時には適切に判断し、迅速な対応

を行うことにより状況を打開するこ

とができる。 

・学校の「強み」と「弱み」を

明らかにするとともに、学校

を取り巻く外部環境の特徴

を把握する。その上で、強み

を伸ばし課題を解決するた

めの方策、教職員の働き方改

革の推進、特色ある学校づく

り等に向けた戦略を構築し、

学校経営計画を教職員に周

知して学校経営に当たる。 

・校長研修等に参加し、学校経

営の視点に基づいた、働き

方改革を推進する高い判断

力を身に付ける。 

 

〔研修例〕 

・校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・校長職候補者研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

 

 

 

 

・保護者や地域、関係機関等との信頼関

係を築き、連携・協働しつつ、適切に

地域・社会の教育資源を活用した学校

経営を行うことができる。 

 

・学校運営協議会や学校評議

員、保護者からの要望や評価

を的確に把握し、確実に対応

する。 

・校長研修等に参加し、学校経

営の視点に基づいた、働き

方改革を推進する優れた外

部との連携・協働の在り方

を身に付ける。 

〔研修例〕 

・校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・校長職候補者研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 
 

 

 

・多様な情報による人事考課制度を有効

に活用し、教職員の能力開発を行うと

ともに、副校長や管理職候補者等の人

材発掘と人材育成を行うことができ

る。 

・教育課題や教職員のニーズに対応した

協働的な校内研修やＯＪＴ等を推進し

て教職員の自律的な成長を促し、人材

育成を活性化することができる 

・過去の業績評価等から昇任

候補者等についてデータベ

ース化を図るなど人材発掘

を行う。 

・各教員の適性をつかみ、各教

員のキャリアプランを共に

考え、研修受講について奨励

する。 

・校長研修等に参加し、学校経

営の視点に基づいた優れた

人材育成の手法を身に付け

る。 

〔研修例〕 

・校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・校長職候補者研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

 

○学校内外の実態把握に基づいた学校経営方針を作成・提示し、広い視野でリー

ダーシップを発揮して学校改革を推進する。 

○教職員の状況等を的確に把握し、個々の能力が最大限に発揮できる人材配置と

働きやすい職場環境を構築し、推進する。 

○学校内外との良好なコミュニケーションを推進して、学校をとりまく関係者の

相互作用により、学校の教育力を最大化する。 

 

学校経営力 

外部折衝力 

人材育成力 

求められる役割 
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・社会の変化を的確に捉え、教育に対す

る地域、保護者等都民の期待やニーズ

を把握し、中長期的視点と教育理念に

基づいた学校経営を行い、期待に応え

ることができる。 

・東京都教育委員会や区市町

村教育委員会等の教育理念

を踏まえ学校経営を行う。 

・校長研修等に参加し、学校経

営の視点に基づいた教育施

策の具現化に向けた実践力

を身に付ける。 

〔研修例〕 

・校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・校長職候補者研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

 
 
 
 

・不登校や日本語指導などを含む特別な

配慮や支援への対応について、学校全

体で取り組むための組織編制を行い、

組織全体で推進することができる。 

 

・不登校や日本語指導などを

含む特別な配慮や支援を必

要とする子供への対応に関

する課題を整理するととも

に解決するための戦略を構

築し、学校の経営計画の原案

を作成し、学校経営に当た

る。 

・校長研修等に参加し、学校経

営の視点に基づいた、不登

校や日本語指導などを含む

特別な配慮や支援を必要と

する子供への対応について

の理解を深めるとともに、

実践に生かす。 

〔研修例〕 

・校長研修 

・校長職候補者研修 
 
 
 

・学校における教育のデジタル化に向け

たロードマップを策定し、実現を図る

ことができる。 

・デジタル等を効果的に活用した学校運

営の組織編制を行い、点検・評価し、

改善することができる。 

 

・デジタルの利活用による教

育活動の質的向上と働き方

改革を実現する校務の効率

化を推進し、課題を解決する

ための戦略を構築して学校

経営に当たる。 

・校長研修等に参加し、学校経

営の視点に基づいた、働き

方改革を推進するデジタル

の活用等についての高い見

識を身に付ける。 

〔研修例〕 

・校長研修 

・校長職候補者研修 

・専門性向上研修【Ⅳ】 

 

 

 

・学校教育を取り巻く課題を敏感かつ的

確に把握して、取り組むべき課題や優

先順位、役割分担を提示し、適切な進

行管理の下で、組織的に解決すること

ができる。 

・自校の教育課題についての
高い見識をもち、教育目標の
実現に向けて適切に対応す
る。 

・課題解決に向けた学校経営
計画を策定し、適材適所の人
事管理と組織編制を行い、見
通しをもって進行管理及び
評価・改善する。 

・校長研修等に参加し、学校経

営の視点に基づいた教育課

題についての高い見識を身

に付ける。 
〔研修例〕 
・校長研修 
・人事考課評価者訓練 
・校長職候補者研修 
・専門性向上研修【Ⅳ】 
 

 

教育者としての高い見識 

教育課題に関する対応 

特別な配慮や支援への対応 

デジタルや教育データの利活用 


